
（第６号様式） 

座間市立栗原小学校 学校運営協議会 会議録 

会 議 の 名 称 第４回 座間市立栗原小学校 学校運営協議会 

開 催 日   令和６年 ２月 ７日（ 水 ） 

開 催 時 間  １４時００分  ～ １６時１０分 

開 催 場 所   座間市立栗原小学校  学びの空間 

議 長   栗原小学校 CS担当教諭  藤沖 亮   

出 席 者   １０名（委員６名・校長・CS担当・総括教諭２名） 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 無し 

会 議 の 内 容 

【議 題】 

①開会挨拶  ②委員長挨拶  ③座間市教育委員会指導課による説明  ④学校評価の報告 

⑤協議「今年度の成果と課題」 ⑥次年度基本方針・計画の検討  ⑦その他  ⑧閉会挨拶 

【主な意見・決定事項など】 

④成果 

 委員側：子どもを取り巻く地域資源の充実 → 地域の活性化へと繋がっている 

     ・学校行事や教育活動と絡めての参加ができた。 

     ・顔を合わせての熟議＝委員同士の関係作りができた。 

     ・潜在的ボランティアの存在が見えた＝保護者同士の新たな繋がりも生んでいる。 

     ・職員と密に話せる機会の増加 

 学校側：地域の教育力を生かした取り組み＝地域の教育力向上へ繋がっている。 

     ・教育活動支援ボランティアを本格的に始動。多くの協力を得た。 

     ・教育活動の見える化を図った。＝支援ボランティアカレンダーを作成 

     ・子どもたちが活き活きと活動する姿→学習意欲の向上へ。 

     ・認められる場面の増加＝自己肯定感の高まり。 

  

 課題 ・ボランティア募集の発信時期（１・２ヶ月早いとよい）と発信方法（HPや掲示板の 

活用） 

    ・自治会等、地域の団体の課題と関連させての活動 

    ・地域への周知の方法→コーディネーター育成の必要性 

    ・コミスク委員の選出→ボランティア経験者や PTA役員経験者を仲間に入れ広げていく 

⑦・「学びの教室」継続に向けて、ボランティアを募る。（ボランティア育成も可能） 

 ・読み聞かせをする場が減少しているため、経験者を学校で活用していけるとよい。 

【配付資料】 

①会次第  ②出席者名簿  ③学校支援ボランティア協力依頼に係わるカレンダー 

④第１～３回会議録  ⑤令和６年度年間計画案  ⑥座間市学校運営協議会運営マニュアル 

⑦学校評価資料 

次 回 開 催 予 定   令和 ６年 ５月１４日（ 火 ） １４時４５分 

 


